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塵⑩西め彿（2）

災　害　の　経　度 �金　　額 

1尊級 �死　　　　　　　　亡 �100万円 

2　尊飯 �不　　具　　廃　　疾 �100万円 

3　繕級 � �““ 
16万5千円－ 3万5千円 

4　第級 � �8万円－ 2万7千円 

5　等級 �幸 �““ 
3万5千円一 　2万円 

6　舗飯 � �2万円－ 
1万4千円 

◎治嬢日数は入院目数で、入院をしない場合は各等級

の最低額です。

◎1、2等級は郵政が直接の原因で365日以内に死亡

し、または不具廃疾（労災の2等級相当）になられ

たときに支払います。

（9月の行革）1日　防災の目・防災週間（～7日）

闊
－
開
園
闘
饗
饗
－
胆

文
通
共
済
に
加
入
し
ま
し
　
う

一
変
適
薬
滴
翻
案

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
世
話
当
り
百
円

の
出
資
金
を
納
め
て
加
入
し
て
い
た
だ

き
、
加
入
者
一
人
に
つ
き
年
間
三
百
六

十
円
の
掛
金
を
出
し
合
い
、
加
入
者
が

交
通
部
故
に
あ
っ
た
と
き
、
速
や
か
に

共
済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
制

度
で
す
。

遠
賀
町
で
は
、
現
在
人
口
の
五
十
四

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
八
千
三
百
五
十

五
人
が
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
見
舞
金
は
、
昨
年
一
年
間
で

二
十
九
件
、
一
一
百
十
一
万
七
千
円
を
支

払
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
い
た
ま
し
さ
は
、
金
銭

で
つ
ぐ
な
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
せ
め
て
交
通
災
害
に
と
も
な
う
不

時
の
出
費
か
ら
家
計
を
守
る
た
め
、
一

人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
こ
の

制
度
を
活
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め

い
た
し
ま
す
。

7
0
歳
以
上
の
方
は
、
無
料
で
す
。

不
要
で
す
。

霊
英
霊
済
　
期
　
間
）

毎
年
1
0
月
1
日
か
ら
翌
年
の
9
月
0
0

日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。
中
途
加
入
の

場
合
は
加
入
申
込
み
の
翌
日
か
ら
初
め

て
到
来
す
る
9
月
約
日
ま
で
で
す
。

カ
ー
、
空
中
ケ
ー
ブ
ル
、
リ
フ
ト
、

昇
降
機
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
の
郵

政

遠
賀
町
に
お
住
ま
い
の
方
、
町
内
に

勤
務
先
の
あ
る
方
。

今
年
新
し
く
加
入
さ
れ
ろ
世
詩
は
、

一
世
帯
に
つ
き
百
円
の
出
資
金
が
必
要

で
す
。
一
度
加
入
さ
れ
る
と
翌
年
か
ら

共
済
契
約
期
間
中
に
、
日
本
国
内
に

お
い
て
次
に
掲
げ
る
交
通
乗
用
具
の
運

行
中
に
発
生
し
た
人
身
遵
故
。

用
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
、
自
転

車
、
祷
事
、
牛
車
、
馬
車
、
耕
運
機

に
よ
る
一
般
の
交
通
の
用
に
供
す
る

場
所
で
の
疎
放

の
汽
車
、
起
草
、
気
動
車
、
ケ
ー
ブ
ル

用
契
約
者
の
故
憲
、
ま
た
は
重
大
な
過

失
に
よ
る
郵
政

の
交
通
三
悪
（
承
知
の
同
乗
者
を
含

む
）
で
あ
る
飲
酒
運
転
、
無
免
許
運

転
、
ス
ピ
ー
ド
邁
反
に
よ
る
蔀
赦

㈲
地
袋
そ
の
他
異
常
な
天
災
に
よ
る
郵

政
の
会
社
、
工
場
、
公
園
等
一
般
の
交
通

の
た
め
に
開
放
さ
れ
て
い
な
い
場
所

で
の
事
故

㈲
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
自
ら
転
倒
し

負
傷
し
た
場
合
の
疎
放

9
月
中
に
申
し
込
み
用
紙
が
お
手
元

に
届
き
ま
す
の
で
必
要
疎
項
を
こ
記
入

の
う
え
掛
金
と
と
も
に
各
地
区
々
長
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
7
0
歳
以
上
（
明
治
4
5
年
9
月

末
日
以
前
出
生
）
の
方
は
、
一
度
申
込

ま
れ
る
と
翌
年
か
ら
申
込
む
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

同
日
＝
〓
同
園

一
人
年
額
三
百
六
十
円
で
す
。
中
途

加
入
さ
れ
る
と
き
は
、
加
入
さ
れ
た
月

か
ら
翌
年
の
9
月
ま
で
の
月
数
に
三
十

円
を
乗
じ
た
額
で
す
。

次
の
暫
類
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え

役
場
福
祉
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

0
0
交
通
部
故
証
明

の
医
師
の
診
断
蕾

㈲
交
通
共
済
の
領
収
番

㈲
交
通
専
政
証
明
の
と
れ
な
い
自
転
車

等
の
場
合
は
、
役
場
に
あ
り
ま
す
用

紙
に
必
要
謡
項
を
記
入
の
う
え
提
出

し
く
だ
て
さ
い
。

そ
の
他
、
交
通
共
済
に
つ
い
て
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
福
祉
課
へ

お
聞
合
せ
く
だ
さ
い
。



（3）公⑱筋の彿　　　　　　　　　　　　　　第297号

人　　口　　　15，450人（＋55）

男　　　　　7．424人（＋23）

女　　　　　8，026人（＋32）

世帯数　　　　4，304声（＋16）

語　　入　104　　　伝　　出　61

出　　生　18　　　死　　亡　6

1日　健龍増進普及運動月間・ガン征圧月間（～30日）

富
霊
蛋
料
亭
蛋
営
窪
茶
杏
を
黄
葉
達
茶
を
争
寧
詳

細
国
　
民
　
年
　
金
　
醐

書
芸
長
老
や
黄
書
芸
貴
意
や
黄
書
芸
蜜
豆
鴫
発
語

暮

ら

し

を

守

る

国

民

年

金

の

手

引

き

∴

㈲

轍
喜
掛

あ
な
た
の
心
の

贈
　
り
　
も
　
の

国
民
年
金
制
度
と
は

国
民
年
金
は
、
能
楽
や
前
葉
を
営
ん

で
い
る
人
や
サ
ー
ビ
ス
染
筆
で
厚
生
年

金
の
適
用
の
な
い
所
で
働
い
て
い
る
人

や
そ
の
家
族
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
他
の
公

的
年
金
か
ら
年
金
保
険
の
な
い
人
の
た

め
の
年
金
制
度
へ
拠
出
制
）
と
し
て
聴

和
3
6
年
か
ら
発
足
し
ま
し
た
。
加
入
対

象
者
は
2
0
歳
か
ら
5
0
韻
ま
で
の
人
で
、

厚
生
年
金
等
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
な
い
人
、
ま
た
他
の
年
金
制
度
か
ら

年
金
が
受
け
ら
れ
る
資
格
も
な
い
人
で

こ
れ
ら
の
人
が
年
を
と
っ
た
り
、
植
富

者
と
な
っ
た
り
、
夫
の
死
亡
I
C
よ
り
母

子
世
締
と
な
っ
た
場
合
に
年
金
を
支
給

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

拠
出
制
の
年
金
と

福
祉
年
金
と
が
あ
る

年
金
制
度
は
、
年
が
若
く
働
け
る
と

き
に
保
険
料
を
納
め
、
年
を
と
っ
た
と

き
や
万
一
の
と
き
に
備
え
ろ
も
の
で
す

で
す
か
ら
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
所
定
の
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な

け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ

れ
に
よ
っ
て

受
け
ろ
年
金

を
拠
出
制
年

金
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
拠

出
制
年
金
に

▽
実
　
施
　
日
　
昭
和
5
7
年
9
月
1
3
日
（
月
）

▽
時
間
と
場
所
　
1
0
時
～
1
5
時
0
0
分
　
　
遠
賀
郡
蔑
協
前

生
化
学
検
査
サ
ー
ビ
ス
　
　
　
　
　
栗
は
、
献
血
者
本
人
に
通
知
し
、
病
気

献
血
さ
れ
た
血
液
に
つ
い
て
、
生
化
　
の
早
期
発
見
と
予
防
に
役
立
て
て
い
た

学
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
検
査
の
績
∴
た
い
て
お
り
ま
す
。

－
　
献
血
は
、
私
に
で
き
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

人
を
助
け
、
自
分
を
助
け
る
た
め
に
　
－

は
①
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
当
然
加
入
」
⑧
本
人
の
希
望
に
よ
っ
て

加
入
で
き
ろ
「
任
意
加
入
」
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
が

発
足
し
た
当
時
、
5
0
歳
を
超
え
て
い
た

人
（
明
治
調
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ

）
は
原
則
と
し
て
加
入
で
き
な
か
っ
た

（
明
治
3
9
年
4
月
2
日
以
降
の
生
ま
れ

の
人
は
高
齢
任
意
加
入
で
き
た
）
の
で

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
制
度
発
足
に
伴
う
経
過

的
な
措
辞
及
び
拠
出
制
年
金
を
補
完
す

る
た
め
の
措
恒
と
し
て
福
祉
年
金
が
設

け
ら
れ
、
拠
出
制
年
金
よ
り
早
く
昭
和

3
4
年
か
ら
支
給
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
福
祉
年
金
は
全
額
国
庫
負
担
に

よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

住

民

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

の

お

願

い

こ
の
た
び
、
本
町
で
は
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

将
来
を
見
通
し
た
、
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
視
野
に
立
っ
た
総
合
計
画
を

策
定
い
た
す
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
広
く
住
民
の
皆
様
が
た
の
ど
意
見
を

お
聞
き
し
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
8
月
1
0
日
発
行
の
広
報
で
ご
承
知
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
が
、
こ
の
調
査
は
、
全
町
民
の
中
か
ら
ク
ジ
引
き
の
よ
う
な
方
法

で
調
査
対
象
者
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
調
査
表
に
よ
り
記
入
を
お
願
い

い
た
す
わ
け
で
す
が
、
調
査
結
果
は
す
べ
て
統
計
資
料
と
し
て
数
字
で
表

わ
し
ま
す
の
で
、
個
人
の
お
名
前
や
ご
意
見
が
そ
の
ま
ま
出
ろ
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
調
査
の
実
施
期
間
は
、
9
月
上
旬
か
ら
中
旬
ま
で
を
予
定

い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
多
忙
中
の
と
こ
ろ
誠
に
恐
繍
で
す
が
、
こ

の
調
査
の
主
旨
を
こ
理
解
の
う
え
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
勢
要
覧
を

発
刊
し
ま
し
た

本
町
は
、
北
九
州
大
都
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
、
近
年
急
激
に
都
市
化

さ
れ
、
町
の
姿
も
著
し
く
変
ほ
う
い
た

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
こ
の

町
勢
の
動
き
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

4
月
か
ら
要
斑
作
成
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
が
、
7
月
未
発
刊
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
裏
境
に
は
本
町
の
自
然
と
気
候

人
口
動
態
・
町
政
の
あ
ゆ
み
な
ど
、
そ

の
他
各
種
統
計
資
料
を
登
城
い
た
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
な
か
で
ご
宿

望
が
あ
れ
ば
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
頒
布
蔀
数
　
千
部

▽
頒
布
代
金
一
部
　
千
円

▽
申
込
先
　
役
場
企
画
課
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園
町内高齢者の親睦をは

かることが目的です。

鴎
町内成人者の親睦をは

かることが目的です。

▽▽▽▽
後主主場

媛管偶所

▽　▽　▽

後　宝　玉

鼓　笛　催

1日　籍鮪回船員労働安全衛生月　間（　－30日）

老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大

会

開

催

老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
9
月
5
日
（
日
）

受
付
8
時
－
8
時
0
0
分

●
　
　
　
　
開
会
式
8
時
4
5
分

試
合
開
始
9
時

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

教
育
委
員
会

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

町
体
育
協
会
・
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
・
町
公
民
館

連
絡
協
議
会

▽
チ
ー
ム
編
成
　
男
女
自
由
で
監
督
一

名
・
選
手
五
名
・
補
欠
二

名町
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
規

則
に
よ
る

▽
試
合
形
式

▽
試
合
回
数

昭
和
5
7
年
9
月
1
2
日
（
日
）

受
付
8
時
～
8
時
0
0
分

開
会
式
8
時
4
5
分

試
合
開
始
9
時

遠
賀
中
・
広
漠
小
各
グ
ラ

ン
ド
（
当
初
予
定
し
て
い

た
浅
木
小
、
島
田
小
は
学

校
の
都
合
で
中
止
）

教
育
委
貝
会

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

町
体
育
協
会
・
町
公
民
館

連
絡
協
議
会

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
法

七
回
（
延
長
九
回
ま
で
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

㊥
（
2
9
3
）
1
3
5
5
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

（
中
級
・
初
級
）

▽
試
験
日
　
昭
和
5
7
年
1
0
月
1
7
日
（
日
）

▽
受
付
期
間
　
9
月
3
日
－
9
月
1
6
日

▽
試
験
の
稲
類
　
中
級
（
行
政
部
務
、

警
察
謡
務
、
栄
饗
士
）
初
級
（
一
般

曹
務
A
・
B
、
謹
察
菰
務
女
子
、
土

木
、
建
築
、
林
業
）

▽
採
用
予
定
数
　
中
級
総
数
七
十
二
人

初
級
総
数
六
十
三
人

▽
受
験
資
格
　
中
級
（
昭
和
3
2
年
4
月

2
日
～
昭
和
3
8
年
4
月
1
日
生
）

初
級
（
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
～
昭
和

4
0
年
4
月
1
日
生
で
大
卒
除
く
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
人
謡
委

員
会
畢
務
居
住
用
談
任
用
試
験
係
　
舘

0

9

2

（

6

4

1

）

3

8

8

3

へ

ど

う

ぞ。

福

岡

県

警

察

官

採

　

用

　

試

　

験

▽
試
験
日
　
昭
和
5
7
年
1
0
月
2
4
日
（
日
）

▽
受
付
期
間
　
9
月
6
日
－
1
0
月
5
日

▽
採
用
予
定
者
　
轡
楽
音
B
百
二
十
五

人

∇
受
験
資
格
　
昭
和
5
0
年
4
月
2
日
～

昭
和
4
0
年
4
月
1
日
生
の
大
卒
者
及

び
昭
和
5
8
年
3
月
大
卒
予
定
者
を
除

く
男
子

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
驚
繁
本

部
馨
務
課
採
用
係
　
澄
0
9
2
（
6
2

2
）
0
7
0
0
へ
ど
う
ぞ
。

子
供
が
う
ら
や
ま
し
い
ナ
ー

ー
　
西
町
子
供
会
バ
ス
ハ
イ
ク
I
I

…
　
四
的
の
子
供
会
育
成
会
の
行
証
と
し

…
洋
靴
醜
い
講
差
招
い
頼

青
山
－
松
尋
と
い
う
コ
）
ス
で
パ
ス

…
ハ
イ
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

ル
　
小
学
絞
一
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生

霊
彊
誓
繕
塁
語

義
翌
お
思
い
出
と
な
る
。
と
で
し

M
　
当
日
参
加
し
た
浅
木
小
学
校
六
年
の

…
語
講
評
黒
狂
背
黒

霊
当
諾
笹
講
評
謹
謹

言。
㌢
～
…
～
…
～
－
－
…
～
…
～
－
…
、
…
－
－

皇
宮
護
衛
官
採
用
試
験

▽
勤
務
地
　
皇
居
、
御
所
、
御
用
邸

▽
試
験
日
　
昭
和
5
7
年
1
0
月
2
4
日
（
日
）

▽
受
付
期
間
　
8
月
2
7
日
－
9
月
9
日

▽
採
用
予
定
者
　
二
十
五
人

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
～

昭
和
4
0
年
1
月
1
日
生
で
そ
の
他
身

長
、
体
重
、
胸
囲
、
視
力
等
の
基
準

に
合
致
す
る
男
女

申
込
用
紙
請
求
先
及
び
詳
細
に
つ
い

て
は
、
入
野
院
九
州
郵
務
局
　
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
東
2
の
H
の
1
　
溺
0

9

2

（

4

3

1

）

7

7

3

3

へ

ど

う

ぞ

宅
地
建
物
頂
引

主
任
者
資
格
試
験

▽
試
験
日
　
昭
和
5
7
年
1
0
月
1
7
日
（
日
）

▽
試
験
場
　
九
州
産
業
大
学

▽
受
付
期
間
　
9
月
6
日
～
9
月
的
日

▽
受
験
資
格
∴
高
卒
者
ま
た
は
二
年
以

上
の
実
務
経
験
者
等

▽
受
験
申
込
蒋
交
付
期
間

9
月
4
日
ま
で

▽
受
付
場
所
。
媒
建
築
管
理
課
ま
た
は

各
土
木
郵
詰
所
建
築
課

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
建
築
管

理
課
指
導
係
∴
稔
0
9
2
（
6
5
1
）

1
1
1
1
へ
ど
う
ぞ
。



第297号（5）包囲品川狛断

第

5

回

遠

賀

町

軟

式

庭

球

大

会

1
月
4
日
、
役
場
前
広
場
に
お
い
て

体
育
協
会
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
好
天
に
恵
ま
れ
て
好
試
合
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
（
各
部
優
勝
の
み
）

▽
男
子
の
部

福
田
・
吉
永
組

∇
女
子
の
蔀山

之
内
・
広
田
組

∇
マ
マ
さ
ん
の
都

田
中
・
福
田
組

○
　
●
　
○
　
●
　
○
　
●
　
〇

第
8
回
遠
賀
町
内

●

　

○

　

●

　

○

囲
　
碁
　
大
　
会

8
月
8
日
、
広
渡
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

▽
A
パ
ー
ト

第

9

回

遠

賀

町

少

年

剣

道

大

会

7
月
3
1
日
、
流
木
小
学
校
体
育
館
で

約
百
二
十
人
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

。
小
学
校
一
年
・
二
年
生
の
郵

便
　
勝
　
村
田
圭
祇
（
木
守
）

二
　
位
　
鹿
賀
　
誠
（
中
央
）

三
　
位
　
山
形
文
彦
（
上
別
府
）

〇
三
年
生
の
郵

便
∴
勝
　
加
薬
孝
之
（
鬼
津
）

二
　
位
　
石
松
宏
次
（
上
別
府
）

三
　
位
　
石
井
圭
介
（
浅
木
）

。
四
年
生
の
都

優
　
勝
　
割
田
鱒
作
（
鬼
津
）

二
　
位
　
庄
賀
裕
詔
（
中
央
）

三
　
位
　
苗
場
牽
文
（
広
漠
）

五
年
生
の
部

優
　
勝
∴
富
永
純
治
（
中
央
）

一
一
位
　
中
内
美
晶
（
中
央
）

三
　
位
　
近
松
大
三
郎
（
木
守
）

六
年
生
の
郵

便
∴
謄
　
山
口
大
輔
（
中
央
）

二
　
位
　
中
内
昭
裕
（
中
央
）

鍾
∴
勝

二
　
位

▽
B
パ
ー
ト

優
　
勝

二
　
位

▽
C
パ
ー
ト

優
∴
勝

二
　
位

原
　
裕
治
四
殿

中
山
　
階
三
段

新
橋
隆
志
初
段

瓜
生
英
男
初
段

吉
浦
芳
美
六
教

室
広
　
新
五
枚

籍
鮪
回
郡
民
体
育
大
会

8
月
8
日
、
岡
垣
町
を
主
会
場
に
郡

内
十
三
会
場
で
観
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
が
、
本
町
か
ら
も
多
数
の
選
手
が
参

加
し
、
大
活
躍
い
た
し
ま
し
た
。
（
優

勝
の
み
）

陸
上
競
技

。
中
学
生
の
部
▽
女
子
百
m
＝
永
浦
涛

子
　
▽
女
子
走
り
高
跳
び
＝
中
尾
千

賀
子
　
▽
女
子
走
り
幅
跳
び
＝
春
田

久
美
子

o
一
般
の
部
▽
男
子
千
五
百
m
＝
原
田

誠
　
▽
女
子
百
m
＝
石
橋
香
代
子

▽
女
子
四
百
m
リ
レ
ー
＝
中
嶋
、
湖

上
、
蕃
田
、
石
掘
　
▽
女
子
走
り
高

跳
び
＝
湖
上
朋
子
　
▽
女
子
走
り
幅

跳
び
＝
番
田
千
鶴
子

▽
一
般
女
子
＝
総
合
優
勝

剣
道

▽
初
段
＝
三
輪
啓
一
　
▽
七
段
＝
進

藤
雄
一

軟
式
野
球
一
枝
の
部
＝
優
勝

軟
式
庭
球
一
般
男
女
＝
優
勝

弓
道
一
般
女
子
＝
優
勝

相
撲
　
昔
年
の
郵
＝
優
勝

三
　
位
　
古
墳
万
博
（
広
漠
）

o
中
学
校
一
年
生
の
部

優
∴
勝
　
二
村
滑
子
（
鬼
津
）

二
　
位
　
大
橋
雅
志
（
上
別
府
）

三
　
位
∴
徳
王
康
之
（
広
漠
）

。
二
年
生
の
部

優
　
勝
　
石
稲
仁
裕
（
浅
木
）

二
　
位
　
寺
崎
簿
記
（
中
央
）

三
　
位
　
富
永
賞
介
（
中
央
）

。
三
年
の
都

債
　
勝
　
浦
瀬
　
瀾
（
中
央
）

二
　
位
　
岡
崎
　
潔
（
旧
停
）

三
　
位
　
松
尾
　
聡
（
広
漠
）

一
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

一
町
内
の
各
サ
ー
ク
ル
代
表
者
の

一
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
報
1
0
月
1
0
日
号
及
び
1
0
月
2
5

㌃
号
に
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
（
体

一
育
系
及
び
文
化
系
）
を
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

m
　
こ
の
機
会
に
募
集
さ
れ
る
サ
ー

ク
ル
が
あ
れ
ば
、
サ
ー
ク
ル
名
・

場
所
・
曜
日
・
会
費
・
対
象
・
会

－
員
数
・
問
い
合
せ
先
等
を
記
入
の

上
、
ま
た
練
習
中
の
写
真
〔
白
黒
）

－
等
が
あ
れ
ば
】
い
っ
し
ょ
に
添
え

て
、
9
月
2
0
日
（
月
）
ま
で
に
庶

務
課
庶
務
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

ーい。

防
衛
庁
職
員
採
用
試
験

初
級
（
事
務
系
・
技
術
系
）

▽
勤
務
地
　
各
地
の
施
設
の
欠
貝
補
充

▽
試
験
日
　
昭
和
5
7
年
1
0
月
1
7
日
（
日
）

▽
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
1
6
日

▽
試
験
の
税
額
一
般
事
務
、
節
気
、

機
械
、
土
木
、
建
築

▽
採
用
予
定
　
導
務
系
（
九
十
五
人
）

技
術
系
（
五
十
人
）

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
～

昭
和
4
0
年
4
月
1
日
生
の
者

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
防
衛
施
設

局
総
務
部
総
務
課
入
部
係
　
㊨
0
9
2

（
1
1
2
）
2
3
2
1
へ
ど
う
ぞ
。

移
動
住
宅
相
談
開
設

住
宅
は
一
生
の
財
産
で
す
。
失
敗
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
住
宅
づ
く
り
に
悔
い

を
残
さ
な
い
よ
う
導
樹
に
正
し
い
知
識

を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
各
分
野
の

専
門
家
が
住
ま
い
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

▽
相
談
日
と
場
所

。
昭
和
紳
年
9
月
1
8
日
（
土
）

小
倉
井
筒
屋
六
階

o
昭
和
5
7
年
9
月
2
8
日
（
火
）

八
幡
井
筒
屋
六
階

▽
料
　
金
　
無
料

▽
相
談
内
容
　
法
律
、
税
金
、
土
地
建

物
の
売
買
、
融
資
相
談
、
建
築
相
談

▽
相
談
員
　
弁
護
士
、
税
理
士
、
福
岡

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
相
談
員
等

▽
主
　
脳
　
（
財
）
福
岡
県
住
宅
セ
ン

ター

＼日7）
（開通導指災防物築連日
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日　　精神薄弱者愛護月間　（一30日）

8
月
8
日
、
水
巻
町
南
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
遠
賀
郡
内
消
防
団
ポ
ン
プ

操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
場
チ

ー
ム
は
各
町
一
チ
ー
ム
で
計
四
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
県
大
会
出
場
を
め
ざ
し
訓

練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
が
、
繕

栗
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
位
　
水
巻
町
消
防
団

2
位
　
遠
賀
町
消
防
団

（
が
ん
ば
る
遠
賀
町
消
防
団
員
）

3
位
　
岡
垣
町
消
防
団

4
位
　
芦
屋
町
消
防
団

本
町
消
防
団
は
、
1
月
1
8
日
に
町
代

表
選
手
選
抜
を
行
っ
て
次
の
玉
名
を
選

手
に
選
び
ま
し
た
。

指
揮
者
…
筋
田
端
之
（
廃
業
・
上
別

府）

1
番
貝
…
歌
風
修
身
（
自
営
業
・
遠

賀川）

2
番
貝
…
原
田
正
斌
（
役
場
職
員
・

旧倖）

3
番
貞
子
瓜
生
寓
雄
（
会
社
員
・
浅

木）

4
番
貝
…
村
田
千
秋
　
（
農
薬
・
木

守）

選
抜
選
手
は
、
こ
の
大
会
に
向
け
て

7
月
1
9
日
か
ら
8
月
7
日
ま
で
二
十
日

間
、
午
後
6
時
5
0
分
か
ら
9
時
5
0
分
ま

で
の
三
時
間
、
郡
消
防
署
貝
、
団
幹
部

の
指
導
の
も
と
で
訓
練
を
行
い
ま
し

た。

「
ポ
ン
プ
車
操
法
大
会
」
と
は
、
火

災
時
に
お
け
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で

の
現
場
出
勤
時
か
ら
水
利
確
保
、
第
一

線
、
二
線
延
長
、
放
水
、
そ
し
て
火
災

鎮
火
後
に
お
け
る
使
用
消
防
器
材
の
収

納
ま
で
を
い
か
に
短
時
間
で
、
明
確
な

指
令
、
伝
達
及
び
規
律
正
し
い
共
同
操

作
が
で
き
る
か
を
競
い
合
う
も
の
で
す

毎
日
雨
の
降
ろ
日
も
び
し
ょ
ぬ
れ
に

な
り
、
仕
謡
の
途
中
で
も
訓
練
時
間
に

遅
れ
ま
い
と
か
け
つ
け
、
体
中
に
シ
ッ

プ
を
し
て
、
足
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
を
付

け
、
大
会
十
日
前
に
は
1
番
貝
が
ケ
ガ

を
し
眼
帯
を
付
け
て
の
訓
練
で
し
た
。

「
県
大
会
出
場
」
を
目
標
に
全
貝
一
丸

と
な
り
苦
し
い
訓
練
に
耐
え
て
き
ま
し

た
が
、
お
し
く
も
二
位
に
終
わ
り
ま
し

た。

・
も
う
一
度
　
考
え
て
み
よ
う
㈲

‘
」
く
統
あ
高
く
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
l
う
り
ん
か
い
と

徳
川
雅
府
の
さ
び
し
い
封
建
制
度
も

江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
し
だ

い
に
そ
の
支
配
体
制
が
ゆ
ち
ぎ
は
じ
め

て
き
ま
し
た
。
天
下
泰
平
の
お
だ
や
か

な
世
の
部
が
続
く
に
つ
れ
て
、
足
び
と

の
生
活
が
は
で
に
な
り
、
ぜ
い
た
く
に

な
っ
て
き
た
こ
と
や
、
天
災
や
飢
餓
が

あ
っ
た
め
し
た
た
め
に
、
播
府
や
諦
大

入
t
l
 
J
い
甘
い
α
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
J
く

名
の
財
政
難
は
だ
ん
だ
ん
と
深
刻
に
な

よ
∴
し
ー
∴
∴
ひ
い
か
ろ
　
　
く
る

り
、
武
士
の
生
活
も
苦
し
く
な
っ
て
き

た
の
で
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
武
士
た
ち
は
、

こ
れ
を
切
り
抜
け
る
た
め
に
、
ま
す
ま

す
年
貢
米
の
取
り
出
で
を
さ
び
し
く
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
苦
し
く
な
っ
た

の
i
あ
人
　
ら
よ
う
は
ん
　
　
　
○
○
く
し
ふ
う
　
）
　
　
　
　
　
〕

農
民
や
町
人
は
、
「
百
姓
一
瑛
」
や
「
打
ち

こ
わ
し
」
な
ど
を
お
こ
し
た
り
し
て
、

農
　
し
か
い
l
p
，
　
た
い
　
　
　
は
け
　
　
　
は
ん
こ
，

武
士
階
級
に
対
し
て
激
し
い
反
抗
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
嘉
で
は
酢
排
の
誘
謹
離

f
t
，
　
寄
っ
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慮
ん
し
ふ
ふ
ん
　
　
o
b

業
の
発
達
に
よ
っ
て
、
一
般
庶
民
の
中

直

人

ひ

く

　

　

ふ

よ

A

 

L

ふ

う

ほ

ん

で
、
一
番
低
い
身
分
と
さ
れ
た
商
人
の

午
か
∴
∴
∴
∴
∴
O
h
t
　
で
l
　
曾
い
も
よ
，

中
に
は
、
経
済
的
に
成
長
す
る
ほ
つ
れ

て
、
祭
薪
霊
草
轟
え
え
茄
を
も

つ
よ
う
に
な
っ
た
者
も
出
て
き
た
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
身
分

制
度
が
く
ず
れ
だ
し
て
き
ま
し
た
。

と
く
b
i
o
ば
く
　
ふ
∴
∴
∴
‖
l
う
0
人
●
い
ど

そ
こ
で
、
徳
川
幕
府
は
封
建
制
度
を

り
ん
り
よ
く
　
　
　
　
　
　
　
ひ
∴
ゴ
ー
べ
つ

守
る
た
め
に
、
権
力
に
よ
っ
て
被
差
別

み
ふ
ん
∴
小
言
ふ
き
∴
∴
∴
そ
　
l
t
，
か

身
分
の
制
度
を
一
層
強
化
し
た
の
で
す

し
よ
く
が
よ
，
じ
p
l
種
∫
－
∴
′
こ
い
人
∴
∴
r
こ

そ
し
て
、
職
業
・
住
居
・
婚
姻
・
交

合
い
　
　
せ
い
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
く
そ
～
　
　
か
み
が
高

藤
の
制
限
、
さ
ら
に
は
服
装
や
髪
形
な

ど
ま
で
厳
し
く
き
め
つ
け
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
人
格
を
ふ
み
に
じ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
く
ず
れ
か
け
た
身
分
制
度

を
守
る
き
め
手
と
し
て
、
「
塵
・
工
・

し
壬
，
∴
∴
M
r
三
言
ー
∴
し
　
へ
い
　
▲
重
ん

商
」
の
人
選
の
不
平
不
満
を
や
わ
ら
げ

き
め
ら
れ
た
身
分
に
甘
ん
じ
る
体
制
を

つ
く
り
出
す
た
め
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
同
和
地
区
か
つ

I
V
を
憂
い
∴
∴
∴
∴
∴
絡
4
号

く
ら
れ
、
そ
れ
が
現
在
も
な
お
温
存
さ

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
、
社
会

の
ま
ち
が
っ
た
考
え
を
も
っ
て
い
る
人

び
と
に
、
は
っ
き
り
と
断
言
し
て
お
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

と
，
め
∴
あ
　
く
　
　
○
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
録
O

「
同
和
地
区
の
人
び
と
も
、
み
な
同

じ
離
椀
醗
寧
離
補
郎
既
で
あ
る
。
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
地
区
の
人
び

仕
か
∴
∴
h
l
し
　
　
っ
ー
　
　
　
　
　
　
せ
い
じ
t
l

と
は
、
長
い
歴
史
を
通
じ
て
、
政
治
的

け
い
ざ
い
て
ゝ
∴
∴
し
や
か
い
て
－
　
　
あ
っ
寄
く

・
経
済
的
・
社
会
的
な
圧
迫
を
う
け
て

て
い
∴
∴
∴
も
ー
い
l
 
t

一
定
の
地
域
に
住
み
つ
く
よ
う
に
さ
せ

ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。

1
0
－
－
　
0
－
－
－

今
ま
で
申
し
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て

と
～
二
n
●
い
き
く
し
ん
が
少
い
と
う
し
人
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
r

「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
で
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

種
－
り
ん
　
　
へ
ん
り
ん
　
　
だ
∴
嘘

「
世
人
の
偏
見
を
打
破
す
る
た
め
に
、

は
っ
き
り
断
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ど
古
′
あ
ー
t
　
く
　
　
じ
り
う
え
ん
∴
∴
∴
い

ら
な
い
の
は
、
同
和
地
区
の
住
民
は
異

り
ん
J
p
　
　
　
　
い
る
ん
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
た
が

人
種
で
も
異
民
族
で
も
な
く
、
違
い
も

な
く
峡
邪
就
軍
部
裸
酢
蛸
で
あ
る
。

と
，
｛
）
l
人
た
い
∴
∴
∴
∴
　
つ
ば
人
あ
ん

ず
な
わ
ち
、
同
和
岡
田
は
、
日
本
民

で
く
　
　
は
つ
は
人
C
く
み
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ふ
ん
さ
　
へ
つ

族
、
日
本
国
民
の
な
か
の
身
分
差
別
を

し
ふ
ぅ
ぐ
う
L
e
～
越
人
　
ら
人
だ
い

う
け
る
少
数
の
集
団
の
問
題
で
あ
る
。

ど
重
ノ
○
∴
も
　
く
　
　
　
ろ
p
l
せ
い
き
っ
も

同
和
地
区
は
、
中
世
末
期
な
い
し
近

せ
い
し
エ
ー
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
i
－
り
ん
L
o
か
い
∴
∴
せ
い
青

世
初
蛸
に
お
い
て
、
封
建
社
会
の
政
治

て
ミ
　
　
け
い
か
い
て
き
　
　
し
や
か
い
て
l
じ
ふ
う
り
ん
　
l
き
い

的
、
経
済
的
、
社
会
的
条
件
に
規
制
せ

て
い
ら
　
い
l
　
て
い
ら
○
く
　
　
　
l
よ
じ
a
l

ら
ね
、
一
定
地
域
に
定
義
し
て
居
住
す

る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
果
薄
で
あ

る。」
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手
　
拭
　
い

五
尺
手
武
名
を
染
め
分
け
て

や
る
か
遠
賀
の
土
手
集
に

黒
田
長
政
は
筑
前
に
入
る
と
国
力
を

整
え
る
為
に
は
検
地
、
新
田
の
開
発
を

進
め
、
農
薬
の
増
産
に
意
欲
を
然
し
だ

が
、
そ
の
た
め
に
は
治
水
が
必
須
の
事

業
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
遠
賀
川
の
改
修
工
謡
に
手
を

つ
け
た
の
は
慶
長
1
7
年
（
一
六
一
二
）

で
あ
る
。
寛
永
5
年
（
一
六
二
八
）
に

は
西
土
手
は
広
渡
、
東
は
古
賀
ま
で
を

1
5
年
に
亘
り
大
工
謡
を
敢
行
し
て
い
る

こ
の
大
工
導
に
は
十
二
万
八
千
九
百

二
十
人
の
夫
役
を
使
っ
て
い
る
が
こ
れ

は
宗
像
、
御
牧
（
遠
賀
）
、
鞍
手
、
轟

麻
、
穂
波
の
五
郡
の
外
、
豊
前
な
ど
か

ら
も
徴
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の

歌
が
豊
前
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

手
拭
い
に
夫
々
の
村
名
を
染
め
て
冠

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

柳
田
国
男
先
生
は
、
手
を
拭
う
こ
と

は
、
も
と
手
布
（
タ
ン
ノ
）
の
用
法
の

一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
上
流

人
の
生
活
で
は
是
だ
け
が
長
く
残
り
、

ま
た
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
た
め
に
英
名

が
総
称
の
よ
う
に
な
っ
て
末
に
は
手
を

拭
う
の
で
な
い
も
の
ま
で
も
、
こ
の
名

で
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
か
と
思
う
と
、

い
わ
ゆ
る
テ
ヌ
グ
と
の
長
さ
の
五
尺
以

上
の
長
い
も
の
は
手
を
拭
う
に
は
全
く

無
用
で
、
ど
こ
で
も
手
ふ
き
に
は
用
い

て
い
な
い
。
秋
田
県
下
で
は
長
さ
五
尺

の
紺
色
木
綿
で
、
そ
の
片
端
を
白
の
糸

で
刺
繍
し
て
あ
り
、
専
ら
女
た
ち
の
頭

に
被
る
も

の
と
な
っ

て
い
ろ
。

鹿
児
島
の

黒
白
な
ど

に
は
五
尺

手
誠
は
女

が
踊
り
の

時
に
用
い

た
も
の
と

い
わ
れ
て

いる。鹿
島
踊

り
の
歌
に

五
尺
手
拭

白
絞
り

染
め
も
イ

ヨ
　
コ
ノ

し
て
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
が
今
日
の

手
拭
い
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ろ

手
穀
は
人
と
挨
鬱
す
る
場
合
、
彼
っ

て
い
る
も
の
を
と
ろ
の
が
礼
餞
で
あ
る

が
前
代
に
は
来
客
に
接
す
る
に
わ
ざ
わ

ざ
手
拭
い
を
被
る
な
ら
わ
し
が
あ
っ
た

被
る
の
は
相
手
に
敬
意
を
表
す
ろ
礼
儀

で
あ
っ
た
と
い
う
（
日
本
民
俗
事
典
）

手
穀
は
「
た
な
び
C
L
「
た
の
こ
び
」

「
て
の
こ
び
」
と
呼
ん
だ
が
中
世
末
期
か

ら
「
手
拭
い
」
と
書
い
て
「
て
ぬ
ぐ
い
」

と
よ
ぷ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
手
や

体
を
拭
く
ほ
か
、
布
畠
を
も
っ
て
頭
都

を
包
む
・
鉢
巻
の
よ
う
に
頭
部
を
ま
く

・
向
鉢
巻
・
ね
じ
り
鉢
巻
・
後
頭
部
で

結
ぶ
後
鉢
巻
・
中
世
末
期
に
存
在
し
た

桂
包
・
頬
被
り
・
手
拭
い
を
幾
つ
か
に

折
っ
て
頭
上
に
の
せ
る
置
手
拭
い
な
ど

い
ろ
い
ろ
に
使
用
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
手
拭
い
は
便
利
は
も

の
で
あ
り
、
な
く
て
ほ
な
ら
ぬ
も
の
で

ある。

台

風

に

そ

な

え

て

台
風
の
も
っ
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ

は
私
達
の
想
像
を
絶
す

染
め
も
染
め
だ
が
中
絞
り

お
ゆ
は
め
で
た
の
若
松
さ
ま
よ

さ
て
、
柳
田
先
生
は
、
五
尺
手
拭
い
な
ど

わ
ざ
わ
ざ
並
の
手
拭
い
を
長
く
し
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
元
は
こ
の
方
が
普

通
の
長
さ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
短
か
く

前
号
の
な
ぞ
と
き
の
答

1
、
鶏

2
、
は
う
ず
き

な
ぞ
か
け

1
、
池
に
そ
り
撥
十
五
夜
お
月

2
、
一
ツ
目
小
僧
に
足
一
本

（
吉
野
千
年
）

る
ほ
ど
大
き
な
も
の
で

す
。
被
害
を
及
ぼ
す
の
は
そ
の
う
ち
数

パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
に
し
て
も
、

私
達
に
大
き
な
猿
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

こ
の
計
り
知
れ
な
い
台
風
災
害
も
私

達
の
工
夫
と
努
力
で
あ
る
程
度
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
台
風
の
被
害
を
受
け

や
す
い
物
や
、
場
所
な
ど
に
眼
を
注
ぎ

弱
い
と
こ
ろ
は
補
強
す
る
な
ど
の
対
策

を
た
で
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
だ
け
は

▽
台
風
情
報
を
聞
く
と
き
は

○
現
在
位
置
は

○
強
さ
は

○
大
き
さ
は

○
い
つ
ど
こ
へ
上
陸
す
る
の
か

○
ど
の
よ
う
な
災
害
が
予
想
さ
れ

る
の
か

▽
停
宿
に
備
え
、
懐
中
砥
灯
や
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
を
用
意
す
る
。

▽
大
工
用
具
を
用
意
し
、
い
つ
で
も

使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

▽
水
筒
に
水
や
お
湯
を
入
れ
て
お
く

ま
た
適
当
な
容
器
に
も
水
を
と
っ
て
お

く

○
∇
貴
重
品
や
医
薬
品
な
ど
は
一
つ
に

ま
と
め
て
用
意
し
て
お
く
。

家
屋
の
補
強
は
早
目
に

▽
煙
突
、
看
板
、
屏
な
ど
は
頑
丈
な

と
こ
ろ
に
は
り
つ
け
、
補
強
し
て
お
く

▽
家
の
ま
わ
り
の
排
水
を
よ
く
し
て

お
く
と
と
も
に
危
険
な
箇
所
は
土
盛
り

な
ど
し
て
浸
水
を
防
ぐ
。

▽
窓
や
雨
戸
な
ど
は
ク
ギ
づ
け
化
し

て
、
板
を
あ
て
て
補
強
す
る
。

▽
ガ
ラ
ス
戸
に
は
、
Ⅹ
状
に
ピ
ー
ー
ー

ル
テ
ー
プ
を
張
っ
て
割
れ
に
く
く
す
る

管
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
7
月
ま
で

印50（（閏月進促用雇者菩薩身心目l
－
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▽　▽　　▽　　▽　▽　　▽　▽
そ　持　　内　　対現　　時期
の　参　　　　　象
他品　　容　　者　所　　聞　日

町 �も �鹿 児 �鹿 児 �大 

内 �え �島 本 �島 本 �型 
な �線 か �録 かヽ �家 

全 域 �Jヽ つ く �ら 南 使i 地 区 �ら 北 側 地 区 �庭 ゴ ミ 

プ空 � � �べ　テ 
9 月 8 日 �ラカ スン チ、 �9 月 22 �9 月 �ツレ トビ 机冷 、蔵 

ツ空 クビ ��8 

及 び �製ン 畢： �自 �目 �い圧 す、 、家 白兵 掻、 車延 等具 
カ ゴラ ムス 等窄 陶 器 �� 

9 月 ��水 �水 

22 日 ����ふ 

類 ���と ん 

9月分し尿くみ取り予定表

くみ 取り日 �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

1（水） �西町、木守 �虫生津、上別府（花園）、広 

2（木） �東町、添木の一部 �広渡、若松、尾崎 

3（金） �虫生津（新屋敷を含む） �別府、木守、老良 

4（土） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

11（土） �旧侍、鬼津、若松 � 

13（月） �遠賀川 � 

14（火） �遠賀川 �別府、鬼津 

16（木） �遠賀IIi、新町 � 

17（金） �新町 �千代丸、小馬掛、別府、鬼津 

8（士⊃ �新町 � 

20（月） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

21（火） �新町 � 

2（水） � � 

24（金） � � 

5（士⊃ � � 

27（月） �尾崎 �鬼津、松ノ本、若松、道管 

8（火） �器楽台、堂馨寺、上別府、道 管、虫生津、流木 �老良 

29（水） �浅木 �今古賀、島津 

30（木） �浅木 �添木、小馬路、蟹喰 

15日　　敬　老　の　日・老　人　福　祉　週　間　（　－21日）

鯨
触
唖
衝
圃
盤
の
無
暗
謬

9
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

歳
　
児
　
検
　
診
一

9
月
2
日
（
木
）

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

中
央
公
民
館

生
後
1
3
カ
月
ま
で
の
乳
幼

児身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察

母
子
手
帳

乳
幼
児
の
身
体
発
育
の
状

態
の
わ
か
る
人
が
、
つ
れ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
　
日
　
9
月
3
日
（
金
）

▽
場
所
及
び
時
間

o
老
人
憩
の
家

9
時
約
分
～
日
時
0
0
分

e
若
松
公
民
館

1
3
時
～
1
5
時

▽
対
象
者
　
6
5
歳
以
上
の
人

▽
検
診
内
容
　
。
検
尿
　
。
血
圧
測
定

。
問
診
　
。
血
色
素
検
査

▽
料
　
金
　
無
料

o
期
　
日
　
9
月
7
日
（
火
）

▽
料
　
金
　
無
料

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
晶

▽
内
　
容

▽
料
　
金

9
月
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

産
前
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

無
料

◇
ゴ
キ
ブ
リ
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
◇

ま
だ
9
月
も
、
ゴ
キ
ブ
リ
が
活
発
に

動
き
回
る
時
期
で
す
。

ゴ
キ
ブ
リ
は
赤
痢
や
コ
レ
ラ
、
腸
チ

フ
ス
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
（
食
中
誌
）
、
小

児
ま
ひ
な
ど
の
菌
を
バ
ラ
ま
い
た
り
、

ま
た
回
虫
や
十
二
指
陽
虫
の
卵
を
運
ぶ

こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
百
害
あ
っ
て
一
利
も
な
い
〟

不
潔
で
危
険
な
虫
－
が
ゴ
キ
ブ
リ
な
の

です。人
間
の
食
べ
る
も
の
な
ら
な
ん
で
も

食
べ
る
、
暖
か
い
場
所
を
好
む
、
群
が

っ
て
隠
れ
て
い
る
、
夜
に
な
る
と
活
動

を
開
始
す
る
　
ー
　
こ
れ
が
、
ゴ
キ
ブ
リ

の
主
な
習
性
で
す
。

ゴ
キ
ブ
リ
退
治
で
清
潔
な
台
所
を
。



（9）鉱⑫西の彿　　　　　　　　　　　　第2。7号

広漠1750番地の9

義∴ゆ∴み

矢野真由美ちゃん

（塞患さんの長女）
昭和56年12月16日生

みんなに明るい笑顔をふ

りまく女の子です。只今ハ
イハイの練習中。気待ちは

的こ、体は後へ少しも進ま
ないの。おしりが垂すぎる
のかしら？これからも笑顔

新町（広漠1835番地）
けん†：

澤近　建太くん

（弘誠子さんの瑚）
昭和56年11月22日生

建大君のトレードマーク
は、りっはな福耳と胸毛。

お父さんと大の仲良し。男
は寡黙でなきゃ、と黙って

いても通じるらしく二人は

いつもこつこつ。本好きな

丈夫な子に育ちますように

＞日時と場所　日程表どおり

＞対象者　　4月1日現在遠賀町

在住で、満18歳以上

65歳未満の女性

＞持参品。健康診査記録栗（わ
らかじめ配付します）

。健康手帳

D検診内容。尿検査
。血液検査

。問診

。血圧測定

〇時打診

。乳ガン触診

＞料　　金　　無料

＞その他　　指定場所以外でも受

診できます。また諒

聖者は、味喝汁の塩

分濃度測定を行いま

すので少丑（コップ

％）の味噌汁を持参

してください。

10 ／ 3 �29 �� �� �� ��2 �� �� �� �� ��9 ／ 9 ��期 日 

（日） �（水） ��27 （月） ��息 ��24 （金） ��2 （水） ��20 （月） ��（ �） �14 （火） ��10 （金） ��（木） ��曜 

13　9 �13 �9 �13 �9 �13 30 �9 30 �13 �…　9 �13　…　9 ��13 �9 �13 30 �9 30 �13 �；9 �13　…　9 ��13 �」9 �順 

30　30 �30 �30 �30 �30 ���30 �30 �30 �30 �30 �30 ���30 �30 �30 �30 �30 �30 

（i 1611 3030 �（ 16 �（ 11 �（ 16 �（ 11 �（ 16 �（ 11 �（ 16 30 �（ 11 30 �（ 16 �i ll �（ 16 �（ 11 �（ 16； �l ll �（ 16 30 �（ 11 30 �（ 16 �（ 11 �（ 16 �（ 11 �i時 間 

30 �30 �30 �30 �30 �30 ���30 �30 �30 �30 �30 �30 ���30 �30 �30 �30 

も れ �尾 �鬼 �松 ノ 1本 �島 津 �新 町 ��木 �上 別 府 �月 �U �中 �広 �老 �∠ゝ ‾丁 古 賀 �東 和 �浅 �虫 生 津 �西 町 �遠 賀 �旧 �地 ；区 

者 �噂 �洋 �緑 光 苑 �若 松 ���守 �砦 楽 日 ���央 �渡 �良 ��苑 �木 �芙 蓉 �東 町“ �IIi �停 �i名 

公 民 館 �尾 �鬼 津 ノ＼ �松 �若 松 ′ヽ �公 民 館 別 館 ��木 �上 �別 府 公 民 館 ��広 漠 ′ヽ ��老 �∠ゝ 古 賀 公 民 館 �／ � �虫 生 津 �東 �公 民 �旧i �場 
幡 ／＼ ��ノ 本 ����守 ノ＼ �別 府 �����良； ノ＼・ �����。町 ：／ヽ ��；停 ：／ヽ 

別 �：∠ヽ 民 �公 民 �公 民 館 �公 民 ���公 民 �公 民 館 ���公 民 ��：lヽ 民 ����公 民 館 �：iよ 民 �館 別 �言ム ！民 �所 
館 �飽 �館 ��館 ���館 ����館 ��館 �����館 �館 �館 

20日　　動　物　愛　護　週　間　（　～26日）

関
係
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
所
在
地
　
熊
本
県
玉
名
市
伊
倉
北
方

字
下
村
屋
敷
1
0
2
1
番

地
2

▽
屈
出
先
　
玉
名
市
役
所
市
民
蔀
衛
生

課
㊨
0
9
6
8
7
（
3
）

無
縁
墳
墓
の
改
葬

∇
届
出
期
限
　
昭
和
卵
年
月
9
月
1
0
日

◎
所
在
地
　
熊
本
県
八
代
市
大
村
町
手

羽
須
和
7
7
2
番
l

▽
届
出
先
　
八
代
市
建
設
部
都
市
計
画

課
題
0
9
6
5
3
（
3
）

▽
届
出
期
限
　
昭
和
卯
年
9
月
0
0
日

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

官
製
は
が
き
に
住
所
・
父
母
の
氏
　
号
以
降
の
掲
載
の
た
め
、
9
月
2
5
目

名
・
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
と
生
年
月
日
　
現
在
一
哉
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

穏
話
番
号
を
葺
い
て
、
遠
賀
町
役
場
∴
∴
棉
爺
し
た
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
記
念

庶
務
課
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
宛
お
　
写
真
と
印
刷
使
用
し
た
顔
の
凸
版
を

出
し
く
だ
さ
い
。
対
象
は
9
月
2
5
日
　
蓋
し
あ
げ
ま
す
。



第獅号　　　　　　　　　　　　　公⑭鍔の餅（10）

3大死因
一死亡率の年次推移－

〈人ulO万人当たi）〉

ガンの部位別死亡率（人口10万約・時和弘年厚生省「人口動態統計，から〉

～30日）21日　　秋　の　全　国　交　通　安　全i運　動　（

困
窮
讃
鰯
縄
維
懸
賞

ガ
ン
が
魁
卒
中
を
抜
い
て
一
位
に
i
I
昭
和
弱
年
に
ガ

ン
で
亡
く
な
っ
た
人
は
約
十
六
万
六
千
人
で
、
臓
卒
中
に

よ
る
死
者
を
約
九
千
人
も
上
回
り
、
初
め
て
死
因
順
位
の

ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。
（
優
生
雀
・
昭
和
5
6
年
「
人
口

動
態
の
概
況
」
）
。

ま
た
、
全
死
亡
者
数
に
占
め
る
「
ガ
ン
に
よ
る
死
者
」

の
割
合
は
二
十
三
・
一
％
で
、
亡
く
な
る
人
の
お
お
よ
そ

四
人
に
一
人
は
ガ
ン
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

9
月
は
「
ガ
ン
征
圧
月
間
」
で
す
。

さ
あ
前
進
、
ガ
ン
予
防
　
－
ガ
ン
に
対
す
る
正
し
い
知

龍
を
身
に
つ
け
、
適
切
な
予
防
と
早
期
発
見
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

胴
己
鯵
で
裏
兄
を

女
性
特
有
の
ガ
ン
で
、
以
瓢
は
、
日

本
人
に
は
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
徐
々
に
増
え
て

お
り
、
将
来
も
増
加
す
る
慣
向
に
あ
る

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

乳
ガ
ン
の
で
き
や
す
い
個
所
は
、
乳

房
の
外
側
上
も
最
も
多
く
約
五
十
％
、

次
い
で
内
側
の
上
方
、
乳
首
付
近
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
ガ
ン
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン

ス
の
乱
れ
が
原
因
と
言
わ
れ
ま
す
。

9
月
9
日
か
ら
始
る
「
婦
人
健
康
診

査
」
で
の
乳
ガ
ン
触
診
の
診
察
及
び
当

日
配
布
し
ま
す
自
己
検
査
紙
に
よ
っ
て

早
期
発
見
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

翻
風
認
憂
o
風
恐
露
m
響
欝
諸
務

将
来
は
肺
が
ん
、
乳
が
ん
が
増
え
る

ガ
ン
は
、
中
年
期
、
特
に
四
十
餞
以

上
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

胴
本
人
に
貰
い
が
ん

日
本
人
の
ガ
ン
の
特
色
は
、
胃
ガ
ン

が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
。
昭
和
5
0
年
の

ガ
ン
全
体
に
占
め
る
胃
ガ
ン
の
割
合
は

男
三
十
二
・
〇
％
、
女
は
二
十
七
・
六

％
で
断
然
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
食
生
活
の
変
化
や
検
診
に
よ

る
早
期
発
見
が
可
能
に
な
り
、
胃
ガ
ン

に
よ
る
死
亡
率
は
減
少
し
て
お
り
、
十

数
年
後
に
は
現
在
の
半
分
ぐ
ら
い
に
な

る
だ
ろ
う
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

駒
煙
害
少
な
く
す
る

一
方
、
こ
れ
か
ら
増
え
る
と
み
ら
れ

る
の
は
肺
ガ
ン
で
、
特
に
男
の
場
合
は

昭
和
の
年
ご
ろ
に
は
胃
ガ
ン
を
抜
い
て

死
因
の
第
一
位
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

ガ
ン
は
い
く
つ
も
の
因
子
が
重
な
り

あ
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
は
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
肺
ガ
ン
に
つ

い
て
い
え
ば
、
喫
煙
丑
が
多
い
ほ
ど
、

ま
た
喫
煙
開
始
年
齢
が
若
い
ほ
ど
発
生

の
危
険
性
は
増
大
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ます。喫
煙
　
－
　
こ
れ
が
肪
ガ
ン
予
防
の
決

め
て
で
す
。
若
い
人
の
中
に
は
「
か
っ

こ
い
い
か
ら
」
と
タ
バ
コ
を
吸
う
人
が

い
ま
す
が
、
タ
バ
コ
は
決
し
て
　
〟
大
人

へ
の
手
形
〟
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

％
　
％
％
％
％
％
％
％
　
％
％

7
　
（
格
－
0
8
　
6
（
0
6
－
＿
｝
　
　
0
　
4

1
　
－
、
J
 
h
h
－
9
　
4
6
4
　
8
　
　
（
“
0
　
7
．

∩
ノ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

㈲
∴
読

道
寵
譜
馴
官
認

食
軋
謄
冒
す
肝
大
子
　
白
そ



（11）侭⑰弱め紺　　　　　　　　　　　　　　　第297号

▽　　　　▽　　　　▽　⑩　▽　▽

堀　　　時　　　期検特科

所　　関　　目珍蕎金

車検　　受　9　9　9　　印千
央査　　付月　月　月　　鑑円
公　　　　　　222117
民　9　30　8　日　日　日
館』時分時（（（

か　　40水　火金
ら　　分）））

（

10

時

名　百　貝　9　役
）八　に　月　場

十　な1保
名　り　日　健
（　し　（衝
一　だ水　生

白　い　）　係

各　節　か窓
六　切　ら　口

十　　定

健康承りり食輔
‾　－．ニ　ー．＝　＿二　一一二一　＿＝　＿ニ‾　＿ニ　＿二二二二

朝食は1日の原動力

103度の食重くお　どれをとって‘倣

陳を守る上で欠かすことはできません。

そして、訓・桂・夕ともそれぞれバラン

スのとれ青葉謎を摂取することが原則で

すが、t rIの労働内容や生活時間、食習

慣などによっで適部二栄誌を配分するこ

とが大切です。

その点、朝食は、そのHlHの原動力

となるものですから、軸の回転を良くし

洲1誇織放く：してさわやかなスタートを

切るためにも、献面：は特に気を配りた
いものです。

ところが、最近、馴食をとらずに出勤

するサラリーマンや若い女性、それに朝

ごほん抜きで登校するIl舶潤えていま

す。その理由は「食べている時間がないJ
r食欲がれ・」「やせか、」などいろいろ

ですが、昭和55年の国民栄糞駒森（Ii／′I

省）（こよりますと、男女世代別く：み工∵朝

食抜さけの割合は次のとおりで、20能代

が服も多くなっています。

費だ、朝食披きといっても、軽食や夕

食で1日分の栄養バランスがとれるよう

なら、さほど深刻な問題ではないと言え

ます。しかし、馬食の内容が、満腹感が

得られろ九年）のぞげやラーメンといった

献立でくら十分な終発は期術できません。

むしろ、このような昼食になりがちな人

こそ、夏の拷さに立ち向かうスタミナを

つけるだめに、充実した朝食をとりたい

ものです。

ごはんと実の少ないみそ汁とか、パン

とコーヒーといった朝食では、エネルギ
ーはとれますが栄糞的には十分とは言え

ません。もう一品おかずを憎やしだいも

のです。

ちなみに、理想的な朝食とは、良質の

たんばく質、カルシウム、ビタミンCを

多く含む食品が健先約にとれるような献

立内容のもの、と言うことができます。

主な食品としては卵、豆腐、牛乳、チー
ズ、ヨーグルト、録疏色野菜、果物、小

魚などがあります。これらの食品をバラ

ンスよく食べて、1日のさあやかなスタ
ートを切りたい‘のです。

●
子
宮
ガ
ン
の
予
防
の
法
律
を
つ
く

っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

は
い
。
ド
イ
ツ
や
北
欧
諸
国
で
は

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は

V
l
i
＼

㊥
申
込
み

▽
場
　
所

▽
申
込
み

▽
定
　
員

胃
ガ
ン
検
診

申
込
み
受
付
開
始

そ
れ
ほ
ど
関
心
が
高
ま
っ
て
い
な
い

か
ら
ま
だ
無
理
で
し
ょ
う
。

●
そ
れ
で
は
他
に
子
宮
ガ
ン
検
珍
の

受
診
率
を
高
め
る
方
法
は
あ
り
ま
せ

んか。は
い
。
こ
れ
は
子
宮
ガ
ン
の
恐
ろ

し
さ
、
一
方
で
は
子
宮
ガ
ン
の
す
ぐ

れ
た
早
期
発
見
法
の
あ
る
こ
と
を
何

年
か
か
っ
て
も
辛
樺
強
く
、
く
り
返

し
く
り
返
し
啓
蝶
す
る
よ
り
他
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
現
在
の
ガ
ン
検
診
で
は
何
％
ぐ
ら

い
の
人
が
検
診
を
受
け
て
い
ま
す
か

は
い
。
年
々
受
診
者
は
多
く
な
る

の
は
鰭
榔
な
こ
と
で
す
が
、
ま
だ
十

子
宮
ガ
ン
の
早
期
発
見
法
㈲

折
尾
　
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

～
二
十
％
ぐ
ら
い
で
、
残
り
の
人
は

①
受
診
し
た
く
て
も
都
合
で
で
き
な

い人。
⑪
ど
こ
に
も
異
常
が
な
い
の
に
婦
人

科
の
診
察
を
う
け
る
の
は
恥
ず
か
し

い
。
悪
く
な
っ
た
時
に
い
け
ば
充
分

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
人
。

⑧
子
宮
ガ
ン
に
全
く
関
心
の
な
い
人

こ
れ
ら
の
人
の
頭
を
切
り
替
え
る

に
は
婦
人
団
体
が
い
ち
ば
ん
適
当
だ

と
思
い
ま
す
。
良
い
疎
を
新
し
く
始

め
ろ
に
は
団
体
の
カ
を
借
り
る
の
か

得
策
で
す
。
検
診
を
受
け
る
の
が
暫

通
に
な
り
、
か
え
っ
て
受
け
な
い
方

が
恥
ず
か
し
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気

を
婦
人
団
体
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き

た
ら
、
子
宮
ガ
ン
で
死
ぬ
人
は
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。
お
互
い
そ
の
時
期

が
く
る
ま
で
、
努
力
を
続
け
る
こ
と

に
し
ま
し
ょ
う
。

－
　
次
回
か
ら
は
、
「
お
産
は

婦
人
の
大
厄
」
で
す
。
　
－

お
ん
が
短
歌
会
談
革

河
事
　
務
啓
選

七
夕
の
昼
に
祈
り
で
七
十
年
届
か
ぬ
も

の
に
わ
れ
は
燃
え
い
ろ重

広
　
　
　
勝

朝
露
に
裾
を
濡
ら
し
て
と
り
し
露
七
夕

来
れ
ば
偲
び
居
り
い
つ大

域
　
ト
シ
ミ

年
一
皮
逢
う
瀬
待
た
る
ろ
七
夕
の
織
姫

し
の
び
夜
の
空
兄
上
ぐ福

田
　
か
め
の

天
の
川
と
と
け
と
ば
か
り
子
供
等
が
花

火
打
ち
上
ぐ
硬
の
更
け
ろ
ま
で

織
田
　
ち
か
え

天
の
川
か
か
り
し
空
を
眺
め
つ
つ
七
夕

の
由
来
助
に
語
る

白
石
　
と
し
子

印50「
（問返防予核経口l〃2



9月上期の遠賀町主要行事

日 �曜 �行革∴内容　車間 ��実輪場匡当課名 ��目的及び主軸象等I詳細 

1 �水 �田ガン検診申込み開串：30－17：00 ��悪態衛生引住民課 ��麗辞群航購幸一ジ 盲言ニッ教室中一15：30 ��醗ンダーi社会頚髄 ��参加できます。 � 

弊トボール監督会串：30－ ��中央公輔‾申教育課車区醗 ��� 

2 �木 �0歳児検診車00～14：00 ��中央公民串良謹上後0－13カ月児 ���8ページ 

3 �金 �老　人　検　車諸豊函継画住民課 ����i �8ページ 言「言草央公輔車祉課 ���映画、識淡「福祉ってなん【 だろう」 � 

高齢者スポーツ教室巨十5：30醇ンターi社会教育課 ����「∴「：∴∴：∴「 

5 �日 �鉄弊喜一ル大会18‥00－1努舞妓車会教育課車在住00蔵以上の醒中一ジ 
六聖ポール大会「00－ ��勤労者 体育センター �上会輔課中在住鵬以上の好 ��前　　号 

6 �月 �定例区長会串：30－ ��籍会縫車務萩中区々長　i ��� 

7 �火 �妊∴∴婦　相　中30　南保艦i住民課 ����靂覇暇付　　幸一ジ 

8 �水 �婦人スポーツ教室巨0－15：30 ��讃寵ンタ十会締課 ��：十：「∴∴「 

9 �木 �婦　人　検　診函二講 ��犠綴圧民課 ��潤18歳一蝕歳までの婦人 �9ページ 

10 � �婦　人　検　診函二諜陸鑑車民課 ����満18議一統韻までの婦人 �9ページ 
住民福祉静座車00－15：30 ��中央公瑚i福祉課 ��票隷靖ンティア厚志 

定　例　体育指導委員会 �19：30－　匡公民錦上会赦舐l ���� 

10日の定例心配ごと相談は都合により中止いたします。 

12 �日 �鑑魚油大串‥00一　転黙車金網課 ����中一ジ 

13 �月 �献　　　血車一一5：30 ��郡長帥i福祉露 ��健康な16歳一瞬未満の方l 

14 �火 �婦　　人　　検　　診 � �浅木公民館 �住　民　課 � �9ページ 

⑮ �水 �「苦 ��麗離学校i福祉課 ��せん。 � 琵灘学校匡祉謙 

離学校i福祉課 

選　挙　人　名　簿　の　縦　覧

昭和57年9月2日選挙人名簿こ登録する人の氏名等記繊した書面を次のとおり縦艶に供しますo

＞日　時　昭和57年9月3日（金）－9月7日（火）8時30分－17時まで　＞場　所　遠賀町役場庶務課窓口


